
令令  和和  元元  年年  度度

事事 業業 報報 告告

決決 算算 報報  告告  

公公益益財財団団法法人人  東東京京都都島島ししょょ振振興興公公社社  

令
和
元
年
度

事
業
報
告
・
決
算
報
告

公
益
財
団
法
人

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社





目 次

【事業報告書】

１ 事 業 報 告 概 要 ･････････････････････････････････ １ 
 

２ 各 種 事 業 説 明 ･････････････････････････････････ ３ 
 

３ 庶 務 ･････････････････････････････････ １５ 

４ 役 員 名 簿 ･････････････････････････････････ ２８ 

５ 評 議 員 名 簿 ･････････････････････････････････ ２９ 

６ 公社運営検討委員名簿 ･････････････････････････････････ ３０

【決算報告書】

１ 貸 借 対 照 表 ･････････････････････････････････ ３１ 

２ 正味財産増減計算書 ･････････････････････････････････ ３４ 
 

３ 財務諸表に対する注記 ･････････････････････････････････ ３８ 
 

４ 財 産 目 録 ･････････････････････････････････ ４１ 

５ 附 属 明 細 書 ･････････････････････････････････ ４２

【監査報告書】

 
監 査 報 告 書 ･････････････････････････････････ ４３

  
  





  
  

    事事  業業  報報  告告  書書  
  
  
  
  
  
  
  

自自    平平成成３３１１年年４４月月  １１日日  

至至    令令和和  ２２年年３３月月３３１１日日 
 
 
 
 

  





1 

〔 事業報告概要 〕

公社の令和元年度事業における事業計画費全体（事業活動支出ベース）の執行率は ％（前

年度 ％）である。※人件費及び減価償却費を除く。

令和元年度に実施した主な事業の概要は以下のとおりである。

１ 地域振興事業

・小笠原ラム・リキュール 株 の「無人酒」 ムニンザケ のラベル・化粧箱のデザインを

新たに製作するデザインプロジェクトに取り組んだ。

・小笠原パッションフルーツを使用した壜チューハイを商品化し、販売した。また、新島

村と南房総市で共同開発した東京愛らんどベリーを商品化し、販売した。平成 年度

に引き続き、三宅島・大島・神津島産パッションフルーツを用いたリキュールや、小笠

原パッションフルーツ缶チューハイ、小笠原島レモン壜チューハイを継続販売した。

・地域振興に係る補助事業は、特産品開発 件、観光振興 件、その他 件の計 件に対

して補助を行った。第 回募集から、「その他地域振興に資する事業」のテーマに「地

域振興に係るブランド化や高付加価値化に資する事業」を追加した。

・東京都島しょ地域中小企業等振興補助事業の制度周知・募集を行い、特産品開発に関す

る申請が１件あったが、年度途中で取下げとなり補助は行わなかった。

・町村参加型のイベント「東京愛らんどフェア」を企画・実施し、観光ＰＲ、特産品の展

示・販売を行った。

・各種イベントに参加し、観光ＰＲ、特産品の展示・販売を行った。

・映像のチカラコンテスト 等への後援を行った。

・「東京諸島 か国語観光マップ＆ガイド」を増刷した（利島、新島・式根島、神津島、

三宅島、八丈島、青ヶ島、小笠原 日英版）。

・愛らんどリーグ サッカー大会を八丈町で実施した。

２ 特産品展示販売事業

・島しょのアンテナショップ「東京愛らんど」において、島しょ地域の特産品の展示・販

売を行った。

・島の食材や料理を提供する店舗を運営する株式会社離島キッチンに特産品を納品し、販

売を行った。

・調布飛行場ターミナル内設置の自動販売機にて、運営会社コカ・コーラボトラーズジャ

パン（株）に特産品を納品し、販売を行った。

・都庁第一本庁舎 階職員食堂にて、運営会社であるユーレストジャパン（株）に特産

品を納品し、販売を行った。

・公社オリジナルの通販電子カタログ「東京愛らんど市場」をホームページに掲載し、島
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の特産品の通信販売を行った。

・インターネット販売サイト（「楽天市場」、「ＷＥＬＢＯＸ」及び「 ショッピング」）

で引き続き通信販売を行った。

・各種イベント（ か所）において特産品展示販売を行うとともに、特産品カタログを配

布し、販売促進に努めた。

３ 広報宣伝事業

・年間を通じた計画的広報宣伝として、プロポーザル方式で決定した業者企画により、公

社事業の広報宣伝を行った。

・各種メディアに対し、島しょ地域やアンテナショップ「東京愛らんど」の写真の提供・

掲載を行った。

・マスメディア等へＰＲ用資料として伊豆諸島・小笠原諸島の静止画及び動画の提供を行

った。

・公社ホームページ、スマートフォンページによるＳＮＳ等により島しょ地域のＰＲ及び

イベント情報の提供等を行った。

・島しょ地域での定住促進を目的とする東京諸島漁業農業就業体験を、 月に三宅島（農業

就業体験 泊 日）、 月に八丈島（漁業就業体験 泊 日）、 月に八丈島（農業就業体

験 泊 日）、 月から 月にかけて小笠原村父島・小笠原村母島（漁業就業体験（

泊 日）、 月に大島（農業就業体験 泊 日）で実施した。

４ 施設等管理運営事業

・災害備蓄用木炭の備蓄を東京都より受託し、保管管理を行った。

５ 交通関連事業

・ヘリ・コミューターの運航に当たり、予約・支払システムの安定運用等、運航事業者に

対して支援等を行った。

・新たなキャンセル料金体系を導入した。

・ 月にアンケートを実施し、導入効果の検証を行った。

・ヘリ機体更新に向けた検討を行った。

６ 東京愛らんど飲食事業

・アンテナショップ「東京愛らんど」において、島しょ地域農水産物を活用した飲食提供

を行った。
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〔〔 各各種種事事業業説説明明 〕〕

※各予算及び執行額には、公社職員に係る人件費（給与手当、福利厚生費）及び減価償却費を

含めないものとする。

１ 地域振興事業 ［公益目的事業１ １ ］

地域振興に係る特産品の開発、普及、観光の振興、人材育成及び

助成事業（定款第４条第１項第１号）

特産品のデザインプロジェクトでは、小笠原ラム・リキュール 株 の「無人酒」 ムニン

ザケ のラベル・化粧箱の新デザインの製作に取り組んだ。特産品開発では、新たな特産品

開発として、小笠原パッションフルーツを使用した壜チューハイ、新島村と南房総市で共同

開発した東京愛らんどベリーの商品化を実現し、販売した。平成 年度に引き続き、三宅

島・大島・神津島産パッションフルーツを用いたリキュールや、小笠原パッションフルーツ

缶チューハイ、小笠原島レモン壜チューハイを継続販売した。

また、有望な特産品の開発等を積極的に実施する団体に対し、事業経費の一部を補助した。

（単位：円）

年度 当初予算額 変更後予算額 執行額 差 異 執行率

元 ％

％

特産品推進事業

伊豆諸島・小笠原諸島デザインプロジェクトを推進するため、学校法人原宿学園東京デザ

イン専門学校の協力を得て、小笠原ラム・リキュール 株 の「無人酒」 ムニンザケ のラベ

ル・化粧箱の新デザイン製作に取り組んだ。

また、特産品開発では、新たな特産品開発として、小笠原パッションフルーツを使用した

壜チューハイ、新島村と南房総市で共同開発した東京愛らんどベリーの商品化を実現し、販

売した。平成 年度に引き続き、三宅島・大島・神津島産パッションフルーツを用いたリキ

ュールや、小笠原パッションフルーツ缶チューハイ、小笠原島レモン壜チューハイを継続販

売した。

単位：円

年度 当初予算額 変更後予算額 執行額 差 異 執行率

元 ％

％

◆デザインプロジェクト

○協力参加者

・学校法人原宿学園東京デザイン専門学校

・小笠原ラム・リキュール 株 （小笠原村）
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○学校法人原宿学園東京デザイン専門学校へ訪問し協力依頼（ ）

○小笠原村 父島・母島 視察（ ～ ）

◆新たな特産品開発

○小笠原パッションフルーツを使用した壜チューハイの開発を進めた。

開発協力会社： 株 日本果汁、宝酒造（株）

○新島の焼酎の酒かす液を南房総市産いちごの葉に散布したいちごの開発を進めた。

開発協力自治体・会社：新島村、南房総市、 株 宮原、 株 ＤＩＧＬＥＥ

＜元年度新規商品化＞

① 宝酒造（株）：小笠原産パッションフルーツを使用した壜チューハイ

「寶クラフト小笠原パッションフルーツ」（地域限定発売）

② 株 ＤＩＧＬＥＥ：新島の焼酎の酒かす液を南房総市産いちごの葉に散布した

いちご「東京愛らんどベリー」（地域限定発売）

＜３０年度からの継続＞

① 宝酒造（株）：小笠原産島レモンを使用した壜チューハイ

「産地の恵み小笠原島レモン」（地域・数量限定発売） 平成 年度発売

② 宝酒造（株）：三宅島・大島・神津島産パッションフルーツを使用したリキュール

「東京 島パッションフルーツ」 全国発売 平成 年度発売

③ 宝酒造（株）：「タカラＣＡＮチューハイ『直搾り』日本の農園から～小笠原パッ

ションフルーツ～」（再発売・数量限定） 平成 年度発売

④（株）日本果汁：「小笠原パッションフルーツ果汁」（１００％果汁ビン詰商品）

平成 年度発売

地域振興補助事業

有望な特産品・観光資源の開発や振興、地域振興に係るブランド化などについて積極的に

実施しようという団体・グループに対し補助を実施したほか、東京都島しょ地域中小企業等

振興補助事業の周知・募集を行うなど、島しょ地域の振興を図った。

（単位：円）

年度 当初予算額 変更後予算額 執行額 差 異 執行率

元 ％

％

◆地域振興に係る補助事業

［第 回］

○特産品に関する事業（申請 件、採択 件）

・モモタマナッツ・バター開発（小笠原村） 円

○観光振興に関する事業（申請 件、採択 件）

○人材育成に関する事業（申請 件）
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○その他地域振興に資する事業（申請 件）

［第 回］

○特産品に関する事業（申請 件）

○観光振興に関する事業（申請 件）

○人材育成に関する事業（申請 件）

○その他地域振興に資する事業（申請 件）

［第 回］

○特産品に関する事業（申請 件）

○観光振興に関する事業（申請 件、採択 件）

・小笠原諸島の郷土歴史資料の保全と公開（小笠原村） 円

○人材育成に関する事業（申請 件）

○その他地域振興に資する事業（申請 件、採択 件）

（地域振興に係るブランド化や高付加価値化に資する事業）

・アンコさんロゴマークのブランディングデザイン（大島町） 円

・八丈フルーツレモンを原料としたフレグランスの開発！（八丈町） 円

交付決定額合計 件 円

◆東京都島しょ地域中小企業等振興補助事業

［募集期間］ ～各町村で決定する日

［申請件数］ 件 ［採択件数］ 件

○特産品に関する事業（ 件）

ただし、年度途中に申請者により取り下げられたため、補助対象から外れた。

観光振興事業

「東京愛らんどフェア」を５月（第４金土開催）に有楽町駅前広場にて、また、９月（第

４金土開催）に新橋ＳＬ広場にて実施した。その他、各種イベントに参加し、島しょ地域の

観光ＰＲ、特産品の展示・販売を行った。また、「東京愛らんど」の運営委託業者によるイベ

ント出店への支援や、島しょ地域等で開催される各種イベントへの後援を行った。

（単位：円）

年度 当初予算額 変更後予算額 執行額 差 異 執行率

元 ％

％

◆イベント開催 東京愛らんどフェア

～ 於 有楽町駅前広場

～ 於 新橋駅前ＳＬ広場
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◆イベント参加 ＫＤＤＩ離島応援マルシェ 於 ＫＤＤＩ本社ビル

全国連携マルシェ 芝浦 ～ 於 港区立プラタナス公園

東京シネマ諸島 ～ 於 ＫＩＴＴＥ地下１階

小杉フードフェス ～ 於 武蔵小杉駅南口

東京が誇る多摩・島しょ特産品フェア ～

於 ＪＡ東京アグリパーク

第５回竹芝夏フェス ～ 於 竹芝客船ﾀｰﾐﾅﾙ中央広場

第５回全国ふるさと甲子園 於 秋葉原ＵＤＸ２階

ご当地アンテナショップフェア ～ 於 ＫＩＴＴＥ

小笠原ＤＡＹ 於 東京都立芝商業高校

第 回村山デエダラまつり ～ 於 真如苑ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ用地

芝浦港南ふれあいまつり ～ 於 トリニティ芝浦

第 回諸国往来市（日本橋京橋祭り内）

於 中央区日本橋１丁目

新橋 広場 スポーツフェスタ 於 新橋 広場

第 回青梅産業観光まつり ～ 於 青梅市永山公園

第 回かわさき市民祭り ～ 於 川崎富士見公園

第 回ジャパン フィッシャーマンズ フェスティバル ～

於 日比谷公園

多摩の魅力発信イベント ～ 於 豊洲６街区屋外スペース

静岡県内観光キャンペーンイベント ～

於 三島市立公園楽寿園イベント会場広場

第 回八王子いちょう祭り ～ 於 陵南公園等

アイランダー ～ 於 池袋サンシャインシティ文化会館

ひがしにほん離島フェア ～ 於 東日本連携センター

イイシナ展示商談会 於 都立産業貿易センター台東館

産地直送バスあいのりマルシェ ～ 於 新宿タカシマヤ特設会場

◆イベント協賛 八丈島空港「空の日」イベント 於 八丈島空港

小笠原 於 都立芝商業高校

◆イベント後援 映像のチカラコンテスト ～ 於 島嶼会館等

第 回東京都島嶼囲碁選手権大会 於 島嶼会館

第 回竹芝夏ふぇす ～ 於 竹芝船客ﾀｰﾐﾅﾙ中央広場

小笠原 於 都立芝商業高校

第 回新島国際ガラスアートフェスティバル ～

於 新島ガラスアートセンター・ クリエイトセンター

三宅島エンデューロレース 於 三宅島雄山中腹

租税教室を軸とした社会の仕組みを知る公益事業

於 キッザニア東京、豊洲文化センター
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多摩の魅力発信イベント「多摩の超文化祭」 ～

於 豊洲市場６街区

第 回伊豆大島椿まつり ～ 於 大島島内全域

第 回八丈島フリージアまつり ～ 於 八丈島島内全域

◆観光情報の提供 各種イベントにおいて、観光パンフレットの配布等を行った。

◆東京諸島２か国語マップ＆ガイドの増刷

利島、新島・式根島、神津島、三宅島、八丈島、青ヶ島、小笠原 の日英版を増刷した。

（各 部）

人材育成事業

各島の子ども達がサッカーを通じて相互に交流することができる愛らんどリーグ を

実施した。

（単位：円）

年度 当初予算額 変更後予算額 執行額 差 異 執行率

元 ％

％

◆愛らんどリーグ サッカー大会 （於）八丈町

・参加者数： 名、うち参加選手： 名

・実 施 日： ～ （ ～ ） 内は前年度新島村開催データ

＊愛らんどリーグ サッカー大会（新島村）は、台風 号の影響により中止

－ 7 －
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２ 特産品展示販売事業 ［公益目的事業１ ２ ］

特産品に係る展示販売、斡旋事業（定款第４条第１項第２号）

※東京愛らんどにおける飲食事業は、収益事業等

島しょ特産品の販売促進と販路拡大のため、竹芝客船ターミナル内の島しょＰＲコーナー

「東京愛らんど」運営による島しょ特産品の販売、インターネット及び電子カタログによ

る通信販売などを実施した。

（単位：円）

年度 当初予算額 変更後予算額 執行額 差 異 執行率

元 ％

％

東京愛らんど運営事業

アンテナショップ「東京愛らんど」について、島しょ特産品を展示販売し、販路拡大を図る

とともに、島しょ産の農水産物などを使用した食事・飲物を提供し普及に努めた。

また、アンテナショップのあり方について、他団体におけるアンテナショップの実態に関す

る聞き取り調査を行うなど、検討を進めた。

（単位：円）

年度 当初予算額 変更後予算額 執行額 差 異 執行率

元 ％

％

◆東京愛らんど総売上及び来店客数

総売上、来店客数 ： 千円、 人 （ 千円、 人）

うち店舗における物販 ： 千円、 人 千円、 人

内は前年同期

◆東京愛らんど連絡調整会議

令和 年 月 ～ 日 （於）神津島村、新島村

◆島の食材や料理を提供する店舗を運営する株式会社離島キッチンに特産品を納品し、販売

を行った。

◆調布飛行場ターミナル内に設置の自動販売機で、運営会社コカ・コーラボトラーズジャパ

ン（株）に特産品を納品し、販売を行った。

◆都庁第一本庁舎 階職員食堂にて、運営会社であるユーレストジャパン（株）に特産品を

納品し、販売を行った。

－ 8 －
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通信販売（東京愛らんど市場）

公社オリジナルの通販電子カタログ「東京愛らんど市場」をホームページに掲載するととも

に、引き続きインターネット販売サイト「楽天市場」、「ＷＥＬＢＯＸ」、「 ショッピング」

に出店し、通信販売の促進に努めた。

（単位：円）

年度 当初予算額 変更後予算額 執行額 差 異 執行率

元 ％

％

◆受注実績通信販売 ： 円、 件 （ 円、 件）

【内訳】 東京愛らんど市場 円、 件 （ 円、 件）

［公社オリジナルの通販カタログを発行］

楽天市場 円、 件 （ 円、 件）

［オンラインショッピングシステム楽天に出店］

ＷＥＬＢＯＸ 円、 件 （ 円、 件）

［福利厚生会員向けショッピングサイトに出店］

ポンパレモール 円、 件 （ 円、 件）

［オンラインショッピングシステムポンパレモールに出店］

ショッピング 円、 件 （ 円、 件）

［オンラインショッピングシステム ショッピングに出店］

内は前年同期

◆通販サイトアクセス件数

・楽天市場 件（ 件）

・ＷＥＬＢＯＸ 件 （ 件）

・ポンパレモール 件 （ 件）

・ ショッピング 件 （ 件）

内は前年同期

新店舗

科目存置

（単位：円）

年度 当初予算額 変更後予算額 執行額 差 異 執行率

元 ％

％

－ 9 －
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３ 広報宣伝事業 ［公益目的事業１ ３ ］

情報・資料の収集提供及び広報事業（定款第４条第１項第３号）

公社の広報宣伝を計画的かつ戦略的に実施するため、広報宣伝委託業者による各種メディ

アを活用した広報を行った。

ＰＲ用資料として伊豆諸島・小笠原諸島の静止画及び動画の提供を行ったほか、地域経済

の活性化のため情報の収集・提供並びにホームページ等を利用した島しょ地域の情報発信を

行った。

また、ホームページにおける英語・中国語・韓国語の翻訳機能に加え、ＳＮＳサイトフェ

イスブックでも英語・中国語による情報発信を行うなど、外国人向け広報を進めた。

さらに、東京諸島漁業農業就業体験を、八丈島（漁業・農業）・三宅島（農業）・小笠原父

島 漁業 ・小笠原母島（漁業）・大島 農業 で実施した。

（単位：円）

年度 当初予算額 変更後予算額 執行額 差 異 執行率

元 ％

％

広報宣伝事業

広報宣伝事業において、マスメディアの活用を含め、年間を通じた様々な広報宣伝活動を

実施した。

（単位：円）

年度 当初予算額 変更後予算額 執行額 差 異 執行率

元 ％

％

◆プロポーザル方式で決定した業者企画により、以下の広報宣伝を行った。

＜東京愛らんど店舗イベント＞

・東京愛らんど「特産品無料試食会・特別商談会」

・「宝酒造×小笠原パッションフルーツ 新商品発表会」

・休みがとれたら 人でどこ行く？「東京の秘境、小笠原へ」～初めの一歩編～

・「三宅島ハーバリウムクラフト体験と島めぐりスイーツビュッフェ」

・「新島村×南房総市東京愛らんどベリーお披露目会」

＜プレスリリース＞

・「東京愛らんどフォトコンテスト」告知

・店舗イベント「特産品無料試食会・特別商談会」告知

・「東京諸島漁業農業就業体験事業」告知

－ 10 －
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・店舗イベント「宝酒造×小笠原パッションフルーツ 新商品発表会」告知

・「宝酒造パッション新発売」告知

・店舗イベント「休みがとれたら 人でどこ行く？「東京の秘境、小笠原へ」

～初めの一歩編～」告知

・イベント「 ×小笠原 」告知

・店舗イベント「三宅島ﾊｰﾊﾞﾘｳﾑｸﾗﾌﾄ体験と島めぐりｽｲｰﾂﾋﾞｭｯﾌｪ」告知

・イベント「映像のチカラコンテスト 」告知

・店舗イベント「新島村×南房総市東京愛らんどベリーお披露目会」告知

・イベント「新島村×南房総市東京愛らんどベリーデビュー」告知

＜テレビ番組放送＞（主なもの）

・東京愛らんど フジテレビ「めざましテレビ」

・小笠原特産品セット 「あさチャンプレゼント」 ～

・八丈島（観光） 「 スタ お天気コーナー」

・新島（観光・特産品） テレビ東京「よじごじ 」

・青ヶ島（特産品） フジテレビ「セブンルール」

・小笠原（イベント） 「トレンドニュースナビ」

・大島（特産品） 「ひるおび」プレゼントコーナー

・大島（イベント） 「 スタ お天気コーナー」

・東京愛らんど（特産品） 「 」

・東京愛らんど（特産品）千葉テレビ「 チバ 」

・東京愛らんど（特産品）千葉テレビ「 チバ 」

・東京愛らんど（特産品） 「港新宿デイリーニュース」

・東京愛らんど（特産品） 「 」

・東京愛らんど（特産品）千葉テレビ「シャキット」

◆島しょ地域での定住促進を目的とする東京諸島漁業農業就業体験を次のとおり実施した。

・三宅島（農業体験） 参加者 名 ～

・八丈島（漁業体験） 参加者 名 ～

・八丈島（農業体験） 参加者 名 ～

・小笠原村父島（漁業体験） 参加者 名 ～

・小笠原村母島（漁業体験） 参加者 名 ～

・大島（農業体験） 参加者 名 ～

◆マスコミ等へＰＲ用資料として伊豆諸島・小笠原諸島の静止画及び動画の提供を行った。

－ 11 －
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愛らんどネットワーク事業

島の情報を集約しタイムリーに発信するなど、内容の充実とアクセス件数の増加を図ると

ともに、ホームページの運営については、一括して広報宣伝委託業者に委託した。 
また、ソーシャルメディアポリシーを作成し、ソーシャルメディアの使用目的や運営方針

等を明確化することで、ＳＮＳ上の情報管理に努めた。

（単位：円）

年度 当初予算額 変更後予算額 執行額 差 異 執行率

元 ％

％

◆公社ＨＰアクセス件数（ページビュー） 件（ 件）

内は前年同期

－ 12 －
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４ 施設等管理運営事業 ［公益目的事業１ ４ ］

地域振興に係る施設の設置・管理運営事業

（定款第４条第１項第４号）

災害備蓄用木炭・コンロの保管管理運営を行った。

（単位：円）

年度 当初予算額 変更後予算額 執行額 差 異 執行率

元 ％

％

倉庫等賃貸事業

東京都から災害用木炭・コンロ備蓄の委託を受け、保管管理を行った。

◆保管管理：木炭 箱、コンロ 個

内は前年同期

５ 交通関連事業 ［公益目的事業１ ５ ］

島しょ間交通網の整備に関する調査・研究及び支援事業

（定款第４条第１項第５号）

ヘリ・コミューターによる島しょ間の運航について支援等を行った。

（単位：円）

年度 当初予算額 変更後予算額 執行額 差 異 執行率

元 ％

％

ヘリ・コミューター運航支援事業

ヘリ・コミューター運航事業者に対して、支援等を行った。

◆運航実績：（平成 年 月～令和元年 月）

就 航 率 ％ 搭 乗 率 ％

提供座席数 人 搭乗人員 人

内は平成 年 月～ 月実績

◆キャンセル対策

月に新たなキャンセル料金体系を導入した。

－ 13 －
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月に実施したアンケートにおいて、キャンセル料金体系の見直しの項目を設け、効果に

ついて検証を行った。

◆機体更新の検討

機体の更新について、東邦航空 株 、東京都及び公社を構成員とする検討会を設置して

検討を行った。

６ 東京愛らんど飲食事業 ［収益事業等２ １ ］

※東京愛らんどにおける特産品展示販売事業は、公益目的事業

アンテナショップ「東京愛らんど」において、島しょ地域の農水産物を活用した飲食の提

供を行った。

（単位：円）

年度 当初予算額 変更後予算額 執行額 差 異 執行率

元 ％

％

◆東京愛らんど総売上及び来店客数

総売上、来店客数 ： 千円、 人 （ 千円、 人）

うち店舗における飲食 ： 千円、 人 千円、 人

内は前年同期

－ 14 －
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〔〔 庶庶 務務 〕〕

 支 援

次の行事において、「東京愛らんど」の出展を支援した。

行 事 名 開 催 日 会 場 実 施 団 体

ＫＤＤＩ離島応援マルシェ ＫＤＤＩ本社ﾋﾞﾙ ＫＤＤＩ株式会社 

全国連携マルシェ 芝浦 ～
港区立

プラタナス公園
全国連携マルシェ実行委員会 

東京シネマ諸島 ～
ＫＩＴＴＥ

地下１階 公益財団法人 東京観光財団 

小杉フードフェス ～ 武蔵小杉駅南口 小杉フードフェス実行委員会 

東京が誇る多摩・島しょ特産品フ

ェア
～

ＪＡ東京

ｱｸﾞﾘﾊﾟｰｸ
ＪＡバンク東京信連 

第５回竹芝夏フェス ～
竹芝客船ﾀｰﾐﾅﾙ 

中央広場

一般社団法人 
竹芝エリアマネジメント 

第５回全国ふるさと甲子園 秋葉原 階
全国ふるさと甲子園

実行委員会 

ご当地アンテナショップフェア ～ ＫＩＴＴＥ 東京都 

小笠原ＤＡＹ
東京都立

芝商業高校

一般社団法人 
東京諸島観光連盟 

第 回村山デエダラまつり ～
真如苑ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

用地

武蔵村山市民まつり 
実行委員会 

芝浦港南ふれあいまつり ～ トリニティ芝浦
芝浦港南ふれあいまつり 
実行委員会 

第 回諸国往来市

（日本橋京橋祭り内）
中央区日本橋

日本橋・京橋まつり実行委員

会

新橋 広場

スポーツフェスタ
新橋 広場

愛宕一之部連合町会、 
富士通株式会社、港区 

－ 15 －
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第 回青梅産業観光まつり ～ 青梅市永山公園
青梅市・青梅商工会議所・  
（一社）青梅市観光協会 

第 回かわさき市民祭り ～ 川崎富士見公園 かわさき市民祭り実行委員会 

第 回ジャパン フィッシャーマン

ズ フェスティバル
～ 日比谷公園

ジャパン・フィッシャーマン

ズ・フェスティバル実行委員

会 

多摩の魅力発信イベント ～
豊洲６街区

屋外スペース
東京都 

静岡県内観光キャンペーン

イベント
～

三島市立公園

楽寿園イベント

会場広場

三島市・秋麗会 

第 回八王子いちょう祭り ～ 陵南公園等
八王子いちょう祭り祭典実行

委員会 

アイランダー ～

池袋サンシャイ

ンシティ

文化会館

国土交通省・公益財団法人日

本離島センター 

ひがしにほん離島フェア ～
東日本連携セン

ター
まるまるひがしにほん 

イイシナ展示商談会
都立産業貿易セ

ンター台東館
東京都 

産地直送バスあいのりマルシェ ～
新宿タカシマヤ

特設会場
株式会社アップクオリティ

－ 16 －
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 協 賛

次の行事に対して、協賛した。

行 事 名 名義使用期間 会 場 実 施 団 体

八丈島空港「空の日」

イベント
八丈島空港

八丈島空港「空の日」

実行委員会

小笠原 都立芝商業高校
一般社団法人

東京諸島観光連盟

－ 17 －
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後 援

次の行事に対して、後援名義の使用を承認した。

行 事 名 名義使用期間 会 場 実 施 団 体

映像のチカラコンテスト ～ 島嶼会館等
新島村商工会 映像のチカラ

コンテスト実行委員会

第 回東京都島嶼

囲碁選手権大会
島嶼会館 東京都島嶼囲碁連盟

第 回竹芝夏ふぇす ～
竹芝客船ﾀｰﾐﾅﾙ 

中央広場

一般社団法人 
竹芝エリアマネジメント

小笠原 都立芝商業高校
一般社団法人 

東京諸島観光連盟

第 回新島国際ガラスアート

フェスティバル
～

新島ｶﾞﾗｽｱｰﾄｾﾝﾀｰ 
ｸﾘｴｲﾄｾﾝﾀｰ

新島国際ガラスアートフェス

ティバル実行委員会

三宅島

エンデューロレース
三宅島雄山中腹 三宅村

租税教室を軸とした社会の

仕組みを知る公益事業

キッザニア東京、 
豊洲文化センター

公益社団法人芝法人会 

多摩の魅力発信イベント

「多摩の超文化祭」
～ 豊洲市場６街区 東京都 

第 回伊豆大島椿まつり ～ 大島島内 一般社団法人大島観光協会 

第 回八丈島フリージア

まつり
～ 八丈島島内 八丈島フリージア祭り 

実行委員会 

－ 18 －
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役員会等開催状況

ア 理事会

回 数 開催・決議年月日 場 所 議 事 事 項 結 果

－ 令和元年 月 日 みなし決議 議案第 号 平成元年度第 回評議員会招集の件 承認

第 回 令和元年 月 日
島嶼会館

会議室

議案第１号 平成 年度事業報告の承認につい

て

議案第２号 平成 年度決算の承認について

議案第３号 第 次中期実施計画の改訂及び計

画に基づく「事業の見直し・検証」

に係る取組について

承認

承認

承認

－ 令和元年 月 日 みなし決議 議案第１号 理事長（代表理事）の選定の件 選定

－ 令和元年 月 日 みなし決議
議案第１号 令和元年度第 回評議員会招集の

件

承認

第 回 令和元年 月 日
島嶼会館

会議室
全て報告事項

－ 令和 年 月 日 みなし決議
議案第 号 令和元年度第 回評議員会招集の

件

承認

第 回 令和 年 月 日
島嶼会館

会議室

議案第１号 令和 年度事業計画案及び収支予

算案について

議案第２号 公益財団法人東京都島しょ振興公

社におけるコンプライアンス推進

の取組について

議案第３号 東京愛らんどシャトルの新しい機

体の案について

承認

承認

承認

※ みなし決議とは、公社定款第 条に基づく書面同意により理事会の決議があったものとみなした

ことをいう。

－ 19 －
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イ 評議員会

回 数 開催・決議年月日 場 所 議 事 事 項 結 果

－ 平成 年 月 日 みなし決議

議案第 号 理事の選任の件

議案第 号 監事の選任の件

議案第 号 評議員の選任の件

選任

選任

選任

第 回 令和元年 月 日
島嶼会館

会 議 室

議案第１号 平成 年度事業報告の承認につい

て

議案第２号 平成 年度決算の承認について

議案第３号 評議員、理事及び監事の選任につい

て

承認

承認

選任

第 回 令和元年 月 日 みなし決議 全て報告事項

第 回 令和 年 月 日
島嶼会館

会 議 室

議案第１号 令和 年度事業計画案及び収支予

算案について 
承認

※ みなし決議とは、公社定款第 条に基づく書面同意により評議員会の決議があったものとみなした

ことをいう。

－ 20 －
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ウ 監事監査

事 項 監査年月日 監査監事氏名 場所 結 果

平成 年度期末決算監事監査

の実施について

令和元年 月 日 保 家 力 公社事務室 承認

令和元年 月 日 前 田 邦 弘 公社事務室 承認

令和元年 月 日 森 下 一 男
小笠原村東京

連絡事務所
承認

令和元年度中間決算監事監査の

実施について

令和元年 月 日 前 田 邦 弘 公社事務室 承認

令和元年 月 日 森 下  一 男
小笠原村東京

連絡事務所
承認

令和元年 月 日 保 家 力 公社事務室 承認

－ 21 －
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エ 運営検討委員会

回 数 開 催 年 月 日 場 所 検 討 事 項

第１回 令和元年 月 日
島嶼会館

会議室

議 題

委員長及び副委員長の選任について

第 次中期実施計画の平成 年度実施状況報告につ

いて

第 次中期実施計画の改訂及び計画に基づく「事業

の見直し・検証」に係る取組について

公益財団法人東京都島しょ振興公社における内部統

制等に係る自己点検結果について

「東京愛らんどシャトル」機体更新に関する検討に

ついて

各部会の開催結果について

令和元年度第 回「東京愛らんど運営部会」の開

催結果について

令和元年度第 回「地域振興補助部会」の開催結

果について

令和元年度第 回「財産運用等検討部会」の開催

結果について

その他

令和元年度デザインプロジェクトの実施について

第 回 令和元年 月 日

小笠原村

東京連絡事務所

会議室 

議 題

委員長及び副委員長の選任について

第 次中期実施計画に基づく「事業の見直し・検証」

に係る取組（公社における自律改革）について

各部会の開催結果について

令和元年度第 回「東京愛らんど運営部会」の開

催結果について

令和元年度第 回「ヘリ・コミューター支援検討

部会」の開催結果について

令和元年度第 回「地域振興補助部会」の開催結

果について

令和元年度第 回「広報宣伝・営業戦略部会」の

開催結果について

第 回 令和 年 月 日
島嶼会館

会議室

議 題

公益財団法人東京都島しょ振興公社におけるコンプ

ライアンス推進の取組について

東京愛らんどシャトル「新キャンセル料金体系導入

の効果検証（中間報告）」について

東京愛らんどシャトルの新しい機体の案について

各部会の開催結果について

令和元年度第 回「ヘリ・コミューター支援検討

部会」の開催結果について

令和元年度第 回「地域振興補助部会」の開催結

果について

令和元年度第 回「東京愛らんど運営部会」の開

催結果について

令和２年度特産品開発について

東京愛らんどフェア 実施（案）について

令和２年度「東京諸島漁業農業就業体験」事業（案）

について

公社の経常収支推移予測について

その他

令和元年度各部会の開催状況について

－ 22 －
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オ 各部会

部 会 名 開 催 年 月 日 場 所 検 討 事 項

東京愛らんど

運 営 部 会

第 回

令和元年 月 日

小笠原村

東京連絡事務所

会議室

議 題

東京愛らんどの検討状況について

第 回

令和元年 月 日

小笠原村

東京連絡事務所

会議室

議 題

東京愛らんどの検討状況について

第 回

令和 年 月 日

島嶼会館

会議室

議 題

東京愛らんどの検討状況について

広報宣伝・

営業戦略部会

第 回

令和元年 月 日

小笠原村

東京連絡事務所

会議室

議 題

令和元年度広報宣伝・営業戦略事業実績（中間

報告）について

ﾍﾘ･ｺﾐｭｰﾀｰ

支援検討部会

第 回

令和元年 月 日

島嶼会館

会議室

議 題

「東京愛らんどシャトル搭乗者アンケート」

の実施について

東京愛らんどシャトル機体更新に向けた検討

について

第 回

令和 年 月 日

島嶼会館

会議室

議 題

東京愛らんどシャトル搭乗者アンケートの実

施結果について

東京愛らんどシャトル機体更新について

地 域 振 興

補 助 部 会

第 回

令和元年 月 日

小笠原村

東京連絡事務所

会議室

議 題

令和元年度地域振興に係る補助事業（第 回）

の審査について

第 回

令和元年 月 日

小笠原村

東京連絡事務所

会議室

議 題

令和元年度地域振興に係る補助事業（第２回）

の募集結果について

令和元年度地域振興に係る補助事業のテーマ

追加について

第 回

令和 年 月 日

島嶼会館

会議室

議 題

令和元年度地域振興に係る補助事業（第３回）

の審査について

令和２年度地域振興に係る補助事業のテーマ

について

財産運用等

検 討 部 会
令和元年 月 日

小笠原村

東京連絡事務所

会議室

議 題

財産運用規程及び財産運用基準の改正について

－ 23 －
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役員の状況

ア 代表理事の選定

令和元年 月 日の理事会（みなし決議）において、理事長（代表理事）の選定が行われ次のよう

に決定した。

区 分 氏 名 備 考

選 定 青 沼 邦 和 新島村長

退 任 青 沼 邦 和 新島村長

任期 令和元年 月 日から令和 年度決算に関する定時評議員会の終結の時まで

－ 24 －
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イ 理事の選任

①平成 年 月 日の評議員会（みなし決議）において、理事の選任が行われ次のように決定した。

区 分 氏 名 備 考

選 任 石 橋 浩 一 東京都総務局多摩島しょ振興担当部長

選 任 松 本 明 子 東京都産業労働局観光部長

退 任 高 崎 秀 之 前 東京都総務局多摩島しょ振興担当部長

退 任 小 沼 博 靖 前 東京都産業労働局観光部長

任期 令和元年 月 日から平成 年度決算に関する定時評議員会の終結の時まで

②令和元年 月 日の令和元年度第 回評議員会において、理事の選任が行われ次のように決定した。

区 分 氏 名 備 考

再 任 前 田 福 夫 利島村長

再 任 青 沼 邦 和 新島村長

再 任 前 田 弘 神津島村長

再 任 山 下 奉 也 八丈町長

再 任 石 橋 浩 一 東京都総務局多摩島しょ振興担当部長

再 任 松 本 明 子 東京都産業労働局観光部長

任期 令和元年 月 日から令和 年度決算に関する定時評議員会の終結の時まで

－ 25 －
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ウ 監事の選任

①平成 年 月 日の評議員会（みなし決議）において、監事の選任が行われ次のように決定した。

区 分 氏 名 備 考

選 任 保 家 力
東京都大島支庁長

東京都４支庁長会幹事支庁長

退 任 岡 本 晃 治
東京都八丈支庁長

前 東京都４支庁長会幹事支庁長

任期 令和元年 月 日から平成 年度決算に関する定時評議員会の終結の時まで

②令和元年 月 日の令和元年度第 回評議員会において、監事の選任が行われ次のように決定した。

区 分 氏 名 備 考

再 任 森 下 一 男 小笠原村長

再 任 前 田 邦 弘
東京都島嶼町村議会議長会会長

（新島村議会議長）

再 任 保 家 力
東京都４支庁長会幹事支庁長

（東京都大島支庁長）

任期 令和元年 月 日から令和 年度決算に関する定時評議員会の終結の時まで

－ 26 －
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エ 評議員の選任

①平成 年 月 日の評議員会（みなし決議）において、評議員の選任が行われ次のように決定した。

区 分 氏 名 備 考

選 任 片 寄 光 彦 東京都港湾局離島港湾部長

退 任 小 林 英 樹 前 東京都港湾局離島港湾部長

任期 令和元年 月 日から平成 年度決算に関する定時評議員会の終結の時まで

②令和元年 月 日の令和元年度第 回評議員会において、評議員の選任が行われ次のように決定し

た。

区 分 氏 名 備 考

再 任 三 辻 利 弘 大島町長

再 任 櫻 田 昭 正 三宅村長

再 任 広 瀬 久 雄 御蔵島村長

再 任 菊 池 利 光 青ヶ島村長

再 任 上 林 山 隆 東京都産業労働局農林水産部長

再 任 片 寄 光 彦 東京都港湾局離島港湾部長

再 任 白 井 岩 仁 一般社団法人東京諸島観光連盟会長

任期 令和元年 月 日から令和 年度決算に関する定時評議員会の終結の時まで

－ 27 －
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役 員 名 簿

  令和 2年 3月 31日現在 

役職名 氏  名 備    考 

理事長 青 沼   邦 和 新島村長 

理 事 前 田  福 夫 利島村長 

理 事 前 田     弘 神津島村長 

理 事 山 下  奉 也 八丈町長 

理 事 石 橋   浩 一 東京都総務局多摩島しょ振興担当部長 

理 事 松 本   明 子 東京都産業労働局観光部長 

監 事 森 下  一 男 小笠原村長 

監 事 前 田  邦 弘 
東京都島嶼町村議会議長会会長 
（新島村議会議長） 

監 事 保 家     力 
東京都４支庁長会幹事支庁長 

（東京都大島支庁長） 

－ 28 －
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評 議 員 名 簿

  令和 2年 3月 31日現在 

役職名 氏  名 備    考 

評議員 三 辻  利 弘 大島町長 

評議員 櫻 田  昭 正 三宅村長 

評議員 広 瀬  久 雄 御蔵島村長 

評議員 菊 池  利 光 青ヶ島村長 

評議員 上 林 山   隆 東京都産業労働局農林水産部長 

評議員 片 寄  光 彦 東京都港湾局離島港湾部長 

評議員 白 井  岩 仁 
一般社団法人東京諸島観光連盟会長 

（大島観光協会会長） 

－ 29 －
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公 社 運 営 検 討 委 員 名 簿
  令和 2年 3月 31日現在 

役 職 名 氏  名 備     考 

委員長 岩 本 竹 浩 新島村企画調整室長 

副委員 芳 賀 雄一郎 三宅村企画財政課長 

委 員 池 田 望
東京都島嶼町村議会議長会副会長 

（小笠原村議会議長） 

委 員 下 村 優 大島町政策推進課長 

委 員 鈴 木 広 一 利島村総務課長 

委 員 髙 橋 寛 規 神津島村企画財政課長 

委 員 中 村 眞 也 御蔵島村総務課長 

委 員 佐々木 眞 理 八丈町企画財政課長 

委 員 湯 本 祥 子 青ヶ島村総務課長 

委 員 樋 口 博 小笠原村総務課企画政策室長 

委 員 内 田 峰 夫 東京都総務局行政部島しょ振興専門課長 

委 員 佐 藤 志 信 東京都産業労働局商工部地域産業振興課長 

委 員 前 田 千 歳 東京都産業労働局観光部振興課長 

委 員 米 澤 鉄 平 東京都産業労働局農林水産部調整課長 

委 員 松 本 克 己 東京都港湾局離島港湾部管理課長 

委 員 菊 池 勝 男 東京島しょ農業協同組合長 

委 員 鈴 木 正 明 にいじま漁業協同組合代表理事組合長 

委 員 菊 池 勝 貴 小笠原島漁業協同組合代表理事組合長 

委 員 打 込 由美子 島しょ商工会会長（小笠原村商工会会長） 

委 員 上 田 進 一般社団法人東京諸島観光連盟専務理事 
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    決決  算算  報報  告告  書書  
  
  
  
  
  
  
  

自自    平平成成３３１１年年４４月月  １１日日  

至至    令令和和  ２２年年３３月月３３１１日日 
 
 





（単位：円）

Ⅰ 資　産　の　部

１ 流　動　資　産

現金預金 △ 5,274,039
未収金
前払金
棚卸資産 △ 26,402
前払費用 △ 14,244
　流動資産合計

２ 固　定　資　産

①基本財産
　定期預金 △ 140,000
　投資有価証券
　　基本財産合計

②特定資産
　都借入金返済引当資産
　減価償却引当資産
　設備取得積立資金
　　特定資産合計

③その他の固定資産
　建物 △ 7,816,087
　建物附属設備 △ 657,003
　構築物 △ 26,589
　什器備品
　ソフトウェア
　電話加入権
　敷金 △ 376,000

　　その他の固定資産合計 △ 8,147,046
　固定資産合計 △ 247,046

　資　産　合　計

Ⅱ 負　債　の　部

１ 流　動　負　債

未 払 金
預 り 金 △ 10,881
賞与引当金
　流動負債合計

２ 固　定　負　債

長期借入金  東京都借入金
　固定負債合計

　負　債　合　計

前年度
 平成30年4月1日

～平成31年3月31日

令和２年３月３１日現在

貸　借　対　照　表

増　減科　　　　目
当年度

 平成31年4月1日
～令和2年3月31日

  長期前払費用
  積立預金
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（単位：円）

Ⅲ 正  味  財  産  の  部
１ 指　定　正　味　財　産
①東京都出捐金 1,818,400,000 1,818,400,000 0
②島しょ９町村出捐金 2,181,600,000 2,181,600,000 0
指定正味財産合計 4,000,000,000 4,000,000,000 0

（うち基本財産への充当額） (4,000,000,000) (4,000,000,000) (0)

２ 一　般  正　味　財　産 861,144,426 876,448,155 △ 15,303,729
一般正味財産合計 861,144,426 876,448,155 △ 15,303,729

（うち特定資産への充当額） (383,435,000) (375,535,000) (7,900,000)

正味財産合計 4,861,144,426 4,876,448,155 △ 15,303,729

　負債及び正味財産合計 7,138,144,793 7,130,728,314 7,416,479

増減科 目 当年度 前年度
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（単位：円）

Ⅰ 資　産　の　部

１ 流　動　資　産

現金預金

未収金

棚卸資産

前払費用

他会計勘定 △ 15,812,035

　流動資産合計

２ 固　定　資　産

①基本財産

　定期預金

　投資有価証券

　　基本財産合計

②特定資産

　都借入金返済引当資産

　減価償却引当資産

　設備取得積立資金

　　特定資産合計

③その他の固定資産

　建物

　建物附属設備

　構築物

　什器備品

　電話加入権

　敷金

  　その他の固定資産合計

　固定資産合計

　　資　産　合　計

Ⅱ 負　債　の　部

１ 流　動　負　債

未 払 金

預 り 金

賞与引当金

　　流動負債合計

２ 固　定　負　債

長期借入金  東京都借入金

　　固定負債合計

　　負　債　合　計

Ⅲ 正  味  財  産  の  部

１ 指　定　正　味　財　産

①東京都出捐金

②島しょ９町村出捐金

指定正味財産合計

（うち基本財産への充当額）

２ 一　般  正　味　財　産

一般正味財産合計

（うち特定資産への充当額）

正味財産合計

　負債及び正味財産合計

　積立預金

　長期前払費用

貸　借　対　照　表　内　訳　表

令和２年３月３１日現在

科　　　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 合　計
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（単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
1　経常増減の部
（1）経常収益
　①基本財産運用益

基本財産受取利息振替額 △ 4,691,475

  ②特定資産運用益
運用財産受取利息

　③事業収益
1 地域振興事業収益

2 特産品展示販売事業収益 △ 1,429,957
3 施設等管理運営事業収益

4 交通関連事業収益

　④受取補助金等
受取地方公共団体助成金 △ 83,463,970

　⑤受取負担金
受取運営負担金

　⑥雑収益
雑収益 △ 1,987,273

経常収益計 △ 85,472,566

（2）経常費用
  ①事業費

給与手当
臨時雇賃金
福利厚生費 △ 676,284
旅費交通費
通信運搬費
減価償却費 △ 388,418
什器備品費 △ 18,044
消耗品費
会議費 △ 650
印刷製本費 △ 637,986
光熱水料費
賃借料 △ 64,956
保険料
諸謝金
広告宣伝費
支払負担金 △ 88,763,970
支払助成金
租税公課 △ 41,000
特産品費 △ 757,921
修繕費 △ 475,352
委託費
燃料費
雑費 △ 1,901,867

事業費計 △ 79,390,878

正 味 財 産 増 減 計 算 書

科　　　　目
当年度

  平成31年4月1日
～令和2年3月31日

前年度
  平成30年4月 1日
～平成31年3月31日

増　減

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで
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（単位：円）

②管理費
給与手当
賞与引当金
福利厚生費 △ 158,632
旅費交通費 △ 98,198
通信運搬費 △ 89,899
減価償却費
消耗器具備品費
消耗品費
会議費 △ 800
印刷製本費
光熱水料費 △ 3,204
賃借料
保険料 △ 14,598
諸謝金
租税公課 △ 218,650
委託費
雑費

管理費計

経常費用計 △ 76,872,730
当期経常増減額 △ 15,303,727 △ 6,703,891 △ 8,599,836

2　経常外増減の部
（1）経常外収益

経常外収益計

（2）経常外費用
経常外費用計
当期経常外増減額 △ 2 △ 2

当期一般正味財産増減額 △ 15,303,729 △ 6,703,891 △ 8,599,838
一般正味財産期首残高 △ 6,703,891
一般正味財産期末残高 △ 15,303,729

Ⅱ　指定正味財産増減の部
基本財産受取利息 △ 4,691,475
一般正味財産への振替額 △ 32,280,909 △ 36,972,384
基本財産受取利息振替額 △ 32,280,909 △ 36,972,384

当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 △ 15,303,729

科　　　　目
当年度

  平成31年4月1日
～令和2年3月31日

前年度
  平成30年4月 1日
～平成31年3月31日

増減
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（単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部

1　経常増減の部

（1）経常収益

　①基本財産運用益

基本財産受取利息振替額

  ②特定資産運用益

運用財産受取利息

　③事業収益

地域振興事業収益

特産品展示販売事業収益

施設等管理運営事業収益

交通関連事業収益

　④受取補助金等

受取地方公共団体助成金

　⑤受取負担金

受取運営負担金

　⑥雑収益

雑収益

経常収益計

（2）経常費用

　①事業費

給与手当

臨時雇賃金

福利厚生費

旅費交通費

通信運搬費

減価償却費

什器備品費

消耗品費

会議費

印刷製本費

光熱水料費

賃借料

保険料

諸謝金

広告宣伝費

支払負担金

支払助成金

租税公課

特産品費

修繕費

委託費

燃料費

雑費

事業費計

収益事業等会計 法人会計

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

科　　　　目 公益目的事業会計 合　計
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②管理費

給与手当

臨時雇賃金

賞与引当金

福利厚生費

旅費交通費

通信運搬費

減価償却費

消耗器具備品費

消耗品費

会議費

印刷製本費

光熱水料費

賃借料

保険料

諸謝金

支払負担金

租税公課

修繕費

委託費

雑費

管理費計

経常費用計

当期経常増減額 △ 20,975,960 △ 669,768 △ 15,303,727

2　経常外増減の部

（1）経常外収益

経常外収益計

（2）経常外費用

固定資産除却損

経常外費用計

当期経常外増減額 △ 2 △ 2

他会計振替前当期一般正味 △ 20,975,960 △ 669,768 △ 15,303,729

財産増減額

他会計振替額

当期一般正味財産増減額 △ 20,975,960 △ 669,768 △ 15,303,729

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

基本財産受取利息

一般正味財産への振替額 △ 16,448,095 △ 8,036,614 △ 7,796,200 △ 32,280,909

基本財産受取利息振替額 △ 16,448,095 △ 8,036,614 △ 7,796,200 △ 32,280,909

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

合　計収益事業等会計 法人会計科　　　　目 公益目的事業会計
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１　継続事業の前提に関する注記

　　　継続事業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況はない。

２　重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法について

　　　　　　　　満期保有目的債券・・・重要性が乏しいので償却原価法は適用していない。

（２）棚卸資産の評価基準及び評価方法について

　　　　　　　　移動平均法に基づく原価法によっている。

（３）固定資産の減価償却について　　

　　　　　　　　建物、建物附属設備、及び什器備品・・・定額法によっている。

　　　　　　　　リース資産・・・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る資産についてはリース期間を耐用年数

　　　　　　　　　　　　　　　　として、残存価額をゼロとする定額法によっている。

（４）消費税等の会計処理について　　消費税等の会計処理は、税込方法によっている。

（５）引当金の計上基準について

　　　　　　　　賞与引当金・・・職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する金額を

　　　　　　　　　　　　　　　　計上している。　

３　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

４　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

当期末残高
（うち指定正味財産か
らの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対応す
る額）

５　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。
（単位：円）

科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建　　物

建物付属備品

構 築 物

什器備品

ソフトウェア

基本財産

　投資有価証券

（単位：円）

特定資産

合　　計

小　　計

　定期預金

合    計

　都借入返済引当資産

　減価償却引当資産

小　　計

　設備取得積立資産

合　　計

財財務務諸諸表表にに対対すするる注注記記

種　　類

特定資産

基本財産

（単位：円）

　投資有価証券

　設備取得積立資産

　定期預金

小　　計

種　　類

　減価償却引当資産

　都借入返済引当資産

小　　計
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６　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

７　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

８　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

経常収益への振替額

　基本財産受取利息振替額

　

特定資産

合    計

当期増加額

東京都

　都借入金返済引当資産

　減価償却引当資産

　　事業債

　　事業債

当期末残高交付者 前期末残高 当期減少額

内　容 金　額

合　計

　受取地方公共団体助成金

受取補助金等

小　計

合    計

補助金等の名称

科　　目

貸借対照表上
の記載区分

　　社債 △ 7,200,000

　基本財産引当資産

　　公債

小　計

　　政府関係機関債

基本財産

△ 416,000

時価帳簿価格 評価損益
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９ 賞与引当金の明細

賞与引当金の明細は以下のとおりである。
（単位：円）

１０ 金融商品の状況に関する事項

（１）金融商品に対する取組方針

　　当法人は、公益目的事業及び法人運営の財源の相当部分を運用益によって賄うため、債券により資産運用する。

（２）金融商品の内容及びそのリスク

　　投資有価証券は、債券であり、発行体の信用リスク、市場価格の変動リスクにさらされている。

（３）金融商品リスクに係る管理体制

①運用規程・運用基準に基づく取引

金融商品の取引は、当法人の財産運用規程及び財産運用基準に基づき行う。

②信用リスク及び市場リスクの管理

債券については発行体の信用情報や時価の状況を定期的に把握し、資産運用の経過及び結果について理事会に報告する。

賞与引当金

科　　目 前期末残高 当期増加額
目的使用

当期減少額

その他
当期末残高

－ 40 －



（単位：円）

Ⅰ　資　産　の　部

１　流　動　資　産

現金預金 276,793,571

現金手許有高 手許保管 運転資金として 39,771

普通預金 みずほ銀行　浜松町支店 同上 82,710,695

ゆうちょ銀行　〇一九店 同上 3,624,029

定期預金 東京都信用漁業協同組合　本所支店 同上 130,000,000

大和ネクスト銀行　ベンテン支店 同上 58,869,076

きらぼし銀行　本店 同上 1,550,000

未収金 商品売上　等 事業収益　等 52,379,750

棚卸資産 商品在庫　 事業収益　等

前払費用 前払費用 管理費用等　等 18,996

流  動  資  産  合  計 329,866,228

２　固　定　資　産

(1) 基本財産

定期預金 大和ネクスト銀行　ベンテン支店 公益目的保有財産 150,000
きらぼし銀行　本店 収益目的保有財産 1,450,000
大和ネクスト銀行　ベンテン支店 管理目的保有財産 248,603

投資有価証券 公債　名古屋市公債第487回　他19件 公益目的保有財産 2,399,850,000
公債　千葉県公債第12回既発債　他5件 収益目的保有財産 798,550,000
公債　北海道公債第７回　他６件 管理目的保有財産 799,751,397

基本財産合計 4,000,000,000

(2) 特定資産

都借入金返済引当資産 2,240,000,000

定期預金 大和ネクスト銀行　ベンテン支店 公益目的保有財産 40,002,569

有価証券等 社債 ナットウエスト・マーケッツ・ピーエルシー第１回 他１９件 同上 2,199,997,431

減価償却引当資産 375,500,000

普通預金 みずほ銀行　浜松町支店 同上 64,770,248

定期預金 東京都信用漁業協同組合　本所支店 同上 120,000,000
きらぼし銀行　本店 同上 100,000,000
大和ネクスト銀行　ベンテン支店 同上 50,729,752

有価証券等 社債　三井住友銀行社債（劣後）　他３件 同上 40,000,000

設備取得積立資産 7,935,000

普通預金 みずほ銀行　浜松町支店 同上 7,935,000

特定資産合計 2,623,435,000

(3) その他の固定資産

建　物 ヘリコミ格納庫　東京都八丈島八丈町大賀郷2839-2 公益目的保有財産 64,745,663
木炭倉庫　東京都大島町岡田字沢立8-1及び8-3 同上 2,696,401
木炭倉庫　東京都大島町岡田字新開75-2 同上 9,194,486
木炭倉庫　東京都八丈島八丈町三根5015 同上 6,723,858

建物附属設備 ヘリコミ格納庫　東京都八丈島八丈町大賀郷2839-2 公益目的保有財産 62,253
東京愛らんど　東京都港区海岸1-12-2 同上 463,130
東京愛らんど　東京都港区海岸1-12-2 収益目的保有財産 2,133,590
島民控室　東京都港区海岸1-12-2 管理目的保有財産 1

構築物 ヘリコミ道路　東京都八丈島八丈町大賀郷2839-2 公益目的保有財産 166,189

什器備品 ヘリコミ通信施設　東京都八丈島八丈町大賀郷2839-2 同上 6
東京愛らんど　東京都港区海岸1-12-2 同上 13,781
東京愛らんど　東京都港区海岸1-12-2 収益目的保有財産 16
公社事務所　東京都港区海岸1-4-15 公益目的保有財産 1
公社事務所　東京都港区海岸1-4-15 管理目的保有財産

公益目的保有財産

管理目的保有財産

910,271

電話加入権 加入負担金７本分 同上 537,248
03(5472)6546･6547･6548･5917・6233･6559･3634

敷　金 職員住宅　大田区西馬込　他3件 同上 180,000

積立預金 きらぼし銀行　本店 97,000,000

長期前払費用 長期前払費用 16,671

その他の固定資産合計 184,843,565

固　定　資　産　合　計 6,808,278,565

資　　産　　合　　計 7,138,144,793

Ⅱ　負　債　の　部

１　流　動　負　債

未払金 店舗使用料等 事業費用　等 34,718,253
預り金 源泉所得税　等 201,114
賞与引当金 賞与引当金 2,081,000

流　動　負　債　合　計 37,000,367

２　固　定　負　債

長期借入金 東京都借入金 2,240,000,000

固　定　負　債　合　計 2,240,000,000

負  　債　  合　  計 2,277,000,367

Ⅲ　正　味　財　産　の　部

指　定　正　味　財　産 4,000,000,000
一　般　正　味　財　産 861,144,426

正  　味　  財　  産 4,861,144,426

財　　産　　目　　録

科　　　　　　　　　目 金　　　　　　 額使 用 目 的 等場 所 ・ 物 量 等

令和２年３月３１日現在
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１　基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産について、財務諸表の注記に記載しているため、内容の記載を省略する。

２　引当金の明細

引当金について、財務諸表の注記に記載しているため、内容の記載を省略する。

附　属　明　細　書
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